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国語 算数 国語 算数 理科

Ｒ１年度

Ｒ２年度
正答率

学年 小学校第４学年 小学校第５学年
教科

国語 算数 国語 算数 理科

Ｒ１年度
Ｒ２年度

令和２年度については、新型コロナウイルス感染症の影響による全国学力・学習状況調査

の中止に伴い、高知県学力定着状況調査の結果より子どもたちの知の状況を把握することと

しました。その結果、小・中学校ともに、多くの教科で前年度と同等もしくは、それ以上の

平均正答率となっており、前年度と同水準といえます。

なお、目的に応じて複数の情報から正しい情報を根拠として読み取り、原因や結果を説明

したり、解決方法の構想を立てたりすることに課題が見られました。

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■高知県学力定着状況調査結果（R1，R2年度）
 ◇本県の平均正答率

  

(％)

(％)

小学校

中学校

(％)

国語 社会 数学 理科 外国語（英語）

Ｒ１年度

Ｒ２年度
正答率

学年 中学校第１学年
教科

国語 社会 数学 理科 外国語（英語）

Ｒ１年度
Ｒ２年度

国語 社会 数学 理科 外国語（英語）

Ｒ１年度

Ｒ２年度
正答率

学年 中学校第２学年
教科

国語 社会 数学 理科 外国語（英語）

Ｒ１年度
Ｒ２年度
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②高等学校の学力について
公立高等学校の学力の状況は、学力定着把握検査の結果のうち、進学に重点を置く学校を

除く県立高等学校 校のものをみると、学習内容が十分定着しておらず、進学や就職の際

に困難が生じることが予測される生徒の割合（以下、「Ｄ３層の生徒の割合」という。）は、

令和２年度２年生１月実施で ％となっており、前年度の３年生４月実施の参考値と比べ

減少しています。

令和２年度２年生（Ｒ１年度入学生）の傾向を教科別にみると、国語と英語については、

高校での学習範囲の出題の割合が増加する２年生６月にＤ３層の生徒の割合が増加し、その

後、２年生１月では、国語でＤ３層の生徒の割合が若干増加していますが、英語では例年同

様減少しています。また、数学はほぼ例年どおりの動きとなっています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇教科別にみた D3 層の占める割合の推移（２年生）
【国語】 【英語】【数学】

■学力定着把握検査結果
◇２年生１月の 3 教科総合の結果（H30，R1 年度３年生（４月）は参考値） 

※数値は学力定着把握検査Ⅰ（29 校）の結果（その他 7 校では別検査を実施）
※評価尺度である学習到達ゾーンの内容は下表のとおり（なお、学力定着把握検査Ⅰにおける学習

到達ゾーンの最高値は A2 であり、A1～S1 は存在しない）

H30 年度 （４月）

Ｒ１年度 （４月）

D3 D1＋D2 C B A

進学 就職
Sゾーン S1～S3 難関大学合格レベル（最難関大学はS1）
Aゾーン A1～A3 国立大学合格レベル

公立大学合格レベル（一般入試）

B2～B3
国公立大学の推薦入試に合格可能で、私立大学の一般入試では
選択肢が広がるレベル

Cゾーン C1～C3 私立大学・短期大学・専門学校の一般入試に対応可能なレベル 就職筆記試験における平均的評価レベル

筆記試験が課される企業では不合格になることが多い
Dゾーン

上級学校に進学することはできるが、授業についていけず、苦
労する学生が多い

就職試験で必要な最低限のラインはクリアしているが、仕事をする
うえで支障が出ることが多い

学習到達ゾーン
（ＧＴＺ）

進路選択肢

上場企業等の大手の就職筆記試験や公務員試験に対応できるレベル
Bゾーン

(%) (%)(%)(%)

２年度入学生 １年度入学生 年度入学生
県高等学校課調査（国の「高校生のための学びの基礎診断」の認定を受けた測定ツールを活用）

 

＜２年生＞

＜３年生＞

Ｒ２年度 （１月）

第２章　高知県の教育等の現状と課題

10



県外就職者数

県内就職者数

就職内定率

県内就職者の割合

公立高等学校卒業者の進路の状況については、進路未定で卒業する生徒の割合は減少傾向 
にあり、平成 年度の ％から令和元年度は ％と半減以上しています。

４年制大学の進学者の割合は、徐々にではありますが着実に増加しており、令和元年度は

％となっています。

さらに、就職内定率が着実に改善してきたことにあわせ、県内就職者の割合も上昇傾向に

あり、近年は ％を超えています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■公立高等学校卒業者（全日・定時・通信制）の進路状況

■公立高等学校卒業者（全日・定時制）の就職の状況

※就職率・進学率は、公立高校卒業生全体に占める割合
※進路未定には、具体的な進学・就職先が未定の生徒、パート・アルバイト等の生徒も含む

県高等学校課調査

県高等学校課調査

(人) （％）

（年度）

（%）

（年度）
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